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こ
の
講
座
は
、
高
知
県
教
育
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
森
林
環
境
教
育
の

指
導
者
の
裾
野
の
拡
大
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
高
知
県
中
部
・

東
部
地
域
の
教
職
員
の
方
を
対
象

に
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
（
高
知
県
西
部
及
び

愛
媛
県
南
予
地
域
の
教
職
員
を
対
象

と
し
た
講
座
に
つ
い
て
は
、
別
途
、

四
万
十
川
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
が
実
施
）。

　

今
回
は
、
五
名
の
方
が
参
加
し
、

森
林
環
境
教
育
の
重
要
性
や
森
林

の
働
き
、
木
材
利
用
等
の
講
義
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
実
習
で
は
、

森
林
内
と
森
林
以
外
の
土
の
水
の

浸
透
能
力
・
水
質
浄
化
機
能
の
比

較
実
験
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、

間
伐
の
体
験
、
植
物
観
察
等
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
先
生
は
、
熱
心
に
メ
モ

を
取
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
を

意
識
し
た
質
問
も
出
さ
れ
る
な
ど
、

森
林
環
境
教
育
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
の
森
林
環
境
教
育
の
積
極

的
な
取
組
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

八
月
二
五
～
二
六
日
、
四
国
森
林

管
理
局
大
会
議
室
等
に
お
い
て
、
森

林
管
理
署
等
の
森
林
ふ
れ
あ
い
係

長
等
を
対
象
と
し
た
「
平
成
二
一
年

度
森
林
ふ
れ
あ
い
担
当
者
等
会
議
」

を
開
催
し
ま
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
環
境
教
育
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
る
高
知
市
内
の
小
・

中
学
校
の
先
生
の
集
ま
り
で
あ
る

「
高
知
市
教
育
研
究
会
環
境
教
育
部

会
」
と
の
合
同
研
修
会
も
兼
ね
て
実

施
し
ま
し
た
。

　

合
同
研
修
会
に
は
、
約
四
〇
名
の

先
生
が
参
加
し
、
は
じ
め
に
、
先
生

方
の
体
験
活
動
と
し
て
、
箸
・
箸
置

き
づ
く
り
を
行
い
、
森
林
ふ
れ
あ
い

係
長
等
は
指
導
者
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
時
間
は
一
時
間
と
短
か
っ
た

の
で
す
が
、
先
生
達
は
日
頃
使
い
慣

れ
な
い
ナ
イ
フ
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
箸
と
箸
置
き
の
両
方
を
作
っ
た

先
生
も
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
依
光
良
三
高
知
大
学
名
誉

教
授
か
ら
、「
高
知
県
の
森
林
の
食

害
～
シ
カ
を
中
心
に
～
」
と
題
し
た

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
依
光
名
誉
教

授
が
取
り
上
げ
た
地
域
は
、
高
知
・

徳
島
県
境
の
三
嶺
・
剣
山
周
辺
と
愛

媛
・
高
知
県
境
の
三
本
杭
・
黒
尊
周

辺
で
す
。
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
等
が

ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
の
実
態
を
認
識
し

て
い
る
の
に
対
し
、
先
生
の
中
に
は
、

高
知
県
内
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
生
息
し

て
い
る
こ
と
や
食
害
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
全
く
知
ら
な
い
と
い
う
先
生

も
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
先
生
方
が
四
～
五
人

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
食
害
を
中
心
に
、
高
知
県
の
森

林
を
題
材
と
し
た
森
林
環
境
教
育
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。
は
じ
め
に
、
題
材
を
絞
る
た
め

に
、
各
人
が
、
①
願
い
、
②
ジ
レ
ン

マ
、
③
解
決
策
を
作
成
し
、
そ
れ
を

持
ち
寄
っ
て
題
材
を
決
め
、
実
際
の

授
業
を
想
定
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

組
み
立
て
ま
し
た
。
森
林
ふ
れ
あ
い

係
長
等
も
各
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
と
と
も
に
、
一
緒

に
な
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し

ま
し
た
。
話
し
合
い
の
中
で
先
生
方

か
ら
は
、「
森
林
の
働
き
等
を
も
っ
と

知
り
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
た
い
が
、

自
分
が
そ
の
知
識
を
蓄
え
る
こ
と
は

難
し
く
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
や

森
林
環
境
教
育
の
指
導
は
、
専
門
家

に
お
願
い
し
た
い
」
と
い
う
意
見
が

出
さ
れ
、
森
林
環
境
教
育
を
進
め
て

い
く
上
で
の
課
題
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
等
は
、

実
際
に
先
生
方
が
授
業
を
作
る
過
程

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
先
生
方
と
の
合
同
研
修
会

を
通
じ
て
、
森
林
環
境
教
育
に
対
す

る
先
生
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
と
も
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
づ
く
り
が
体
験
で
き
、
今
後
、
各

森
林
管
理
等
に
お
け
る
学
校
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
取
組
に
活
か
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
達
に
も
伝
え
た
い
！

ー
第
三
回
森も

り

の

が

く

い

く

林
の
楽
（
学
）
育
講
座
ー

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

一
九
年
度
か
ら
、
森
林
環
境
教
育
の

指
導
者
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
教
職
員
の
方
々
を
対
象
に

し
た
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
七
月
二
八
日
に
は
一
五
名

が
参
加
し
て
四
万
十
市
立
津
野
川
小

学
校
で
、
八
月
六
日
に
は
一
六
名
が

参
加
し
て
松
野
町
立
松
野
西
小
学
校

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
内
容
は
、
当
セ
ン
タ
ー
が

教
科
書
補
完
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
作

成
し
た
「
空
飛
ぶ
種
子
」「
土
壌
に

各
地
の

  

た
よ
り

座学の様子

間伐体験の様子

カリキュラム発表の様子

先
生
と
一
緒
に
森
林
環
境

教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

～
森
林
ふ
れ
あ
い
担
当
者
等

会
議
を
開
催
～

〈
指
導
普
及
課
〉
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す
む
生
物
」「
炭
素
現
存
量
の
測
定
」

と
、「
森
林
の
持
つ
機
能
と
森
林
環

境
教
育
の
重
要
性
」「
炭
焼
き
体
験
」

「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」
の
六
つ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

座
学
で
は
、
メ
モ
を
と
っ
た
り
職

員
に
質
問
す
る
場
面
も
見
受
け
ら

れ
、
先
生
方
の
森
林
・
林
業
や
環
境

へ
の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
土
壌
に
す
む
生

物
」
の
実
習
で
は
、
約
一
ヶ
月
前
に

校
庭
に
埋
め
て
お
い
た
生
ゴ
ミ
な
ど

を
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
土
の
臭
い
を

か
い
だ
り
顕
微
鏡
で
微
生
物
を
見
つ

け
、大
喜
び
。
ま
た
、例
年
好
評
の「
木

工
ク
ラ
フ
ト
」
で
は
、次
々
に
ユ
ニ
ー

ク
な
作
品
が
完
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
学

校
に
帰
り
、
子
ど
も
達
に
も
伝
え
た

い
」「
学
習
指
導
内
容
に
関
連
し
て

い
て
良
か
っ
た
」
等
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、

次
回
の
企
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

育
林
技
術
の
省
力
化
に
向

け
て
低
コ
ス
ト
育
林
技
術

勉
強
会
に
参
加

　
　
　
　
　

〈
指
導
普
及
課
〉

〈
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
〉

　

九
月
一
日
、
徳
島
県
三
好
市
池
田

町
に
お
い
て
、
低
コ
ス
ト
育
林
技
術

勉
強
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
勉
強
会
は
、
四
国
地
域
森

林
・
林
業
支
援
研
究
会
（
事
務
局

（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
四
国
支
所
）

が
、
四
国
四
県
の
林
業
技
術
の
開
発

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
関
連
機
関

に
参
加
を
呼
び
か
け
開
催
し
た
も

の
で
す
。

　

勉
強
会
に
は
二
七
名
が
参
加
し
、

四
国
四
県
の
関
連
機
関
に
加
え
、
民

間
企
業
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。
四
国
森
林
管
理
局
か
ら
は
、
指

導
普
及
課
、
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
及

び
徳
島
森
林
管
理
署
（
森
林
官
三
名
）

の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
現
地
検
討
と
し
て
、
徳

島
県
県
有
林
（
三
好
市
）
で
ス
ギ
大

苗
等
を
植
栽
し
た
試
験
地
を
視
察

し
、
そ
の
後
、
西
部
総
合
県
民
局

三
好
庁
舎
に
場
所
を
移
し
て
、
低

コ
ス
ト
育
林
技
術
勉
強
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
、
は
じ
め
に
情
報
交

換
を
行
い
、
四
国
森
林
管
理
局
か
ら

は
、
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
鷹
野
森
林

技
術
専
門
官
が
、
低
コ
ス
ト
造
林
の

取
組
を
テ
ー
マ
に
、
現
在
、
四
国
森

林
管
理
局
が
取
り
組
ん
で
い
る
技
術

開
発
課
題
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
意
見
交
換
で

は
、
①
大
苗
を
育
て
る
技
術
や
現
地

ま
で
の
苗
木
の
運
搬
方
法
と
植
栽
の

方
法
、
②
植
栽
後
に
お
け
る
普
通
苗

と
大
苗
と
の
初
期
生
長
の
違
い
、
③

低
密
度
の
植
栽
事
例
の
報
告
、
④
ニ

ホ
ン
ジ
カ
対
策
、
⑤
下
刈
等
の
省
力

化
な
ど
、
幅
広
い
意
見
・
情
報
が
交

換
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
・
情
報
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
各
関
連
機
関
が
検
討
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
更
な
る
情

報
交
換
等
を
通
じ
、
育
林
技
術
の
省

力
化
に
向
け
て
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

親
子
で
森
林
や
環
境
を
学
習

ー
木
工
ク
ラ
フ
ト
も
楽
し
む
ー

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

八
月
二
〇
日
、
愛
媛
県
鬼
北
町
の

広
見
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、「
親
子
森

林
環
境
学
習
会
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
学
習
会
は
、
生
活
協
同
組

合
コ
ー
プ
え
ひ
め
宇
和
島
北
ブ
ロ
ッ

ク
の
要
請
を
受
け
、
職
員
が
指
導
に

当
た
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
森
林
の
働
き
を
学
習
す

る
と
と
も
に
木
工
教
室
を
通
し
て

親
子
で
身
近
な
環
境
に
関
心
・
興
味

を
持
つ
こ
と
を
目
的
に
、
会
員
と
そ

の
家
族
合
計
二
六
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

森
林
の
働
き
の
説
明
は
、
低
学
年

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
紙
芝
居

「
森
林
か
ら
の
お
く
り
も
の
」
を
活

用
し
て
、
森
や
木
は
身
近
な
も
の
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
な
ど
と
話
す
と
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
続
い

て
お
待
ち
か
ね
の
木
工
教
室
で
は
、

森
か
ら
の
お
く
り
も
の
で
あ
る
間

伐
材
の
板
や
小
枝
な
ど
を
使
っ
て

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
が
次
々
に

完
成
す
る
と
、
親
子
で
ニ
ッ
コ
リ
。

　

子
ど
も
達
か
ら
は
、
「
森
林
を
大

切
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ

た
」
「
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
木
工
は

楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ

り
、
有
意
義
な
学
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

一月前の生ゴミを掘ってみると

校庭の土壌を観察中

低コスト育林技術勉強会の様子

親子で木工に挑戦
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高
城
山
風
致
探
勝
林
は
、
主
峰

高
城
山
（
一
六
二
八
ｍ
）
の
稜
線

に
帯
状
に
連
な
る
国
有
林
で
昭
和

五
六
年
に
指
定
。
ブ
ナ
を
中
心
に

ミ
ズ
メ
や
カ
エ
デ
等
の
広
葉
樹
と

モ
ミ
、
ツ
ガ
の
針
葉
樹
が
混
交
し

た
天
然
林
で
四
季
折
々
に
趣
を
変

え
、
徳
島
県
で
も
有
数
の
原
生
林

で
す
。
ま
た
、
山
頂
付
近
か
ら
は

遠
く
紀
伊
水
道
や
鳴
門
大
橋
ま
で

眺
望
で
き
る
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が

り
訪
れ
る
人
々
に
大
き
な
感
動
を

与
え
て
い
ま
す
。

　

剣
山
ス
ー
パ
ー
林
道
を
利
用
し

て
マ
イ
カ
ー
で
徳
島
市
内
か
ら
二

時
間
と
手
軽
に
楽
し
め
る
立
地
条

件
を
活
か
し
て
地
元
自
治
体
が
昭

和
六
三
年
に
整
備
し
た「
フ
ァ
ガ
ス
」

（
ぶ
な
）
の
森
は
、
登
山
や
ハ
イ
キ

ン
グ
に
人
気
で
、
特
に
夏
季
は
バ
ン

ガ
ロ
ー
を
備
え
た
キ
ャ
ン
プ
場
と

し
て
多
く
の
利
用
者
が
訪
れ
ま
す
。

　

徳
島
森
林
管
理
署
で
は
、
高
城

山
風
致
探
勝
林
の
自
然
環
境
の
保

全
と
景
観
の
維
持
増
進
に
努
め
、

既
設
歩
道
の
修
理
や
標
識
類
の
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
森
林
環
境

教
育
の
場
と
し
て
教
育
関
係
者
や

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
巾

広
い
方
々
と
協
働
し
て
、
今
後
も

各
種
の
取
り
組
み
を
続
け
て
行
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
安
芸
森
林
管
理
署

　
　
　
西
川
森
林
事
務
所

　
森
林
官
　
稲
垣
　
　
孝

　

西
川
森
林
事
務
所
は
、
高
知

県
東
部
、
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
で
有
名

な
馬
路
村
魚
梁
瀬
に
あ
り
、
約

三
五
〇
〇
ha
の
国
有
林
を
管
理
し

て
い
ま
す
。

　

馬
路
村
は
、
柚
子
製
品
や
、
杉

の
間
伐
材
で
造
っ
た
バ
ッ
ク
等
が

有
名
で
す
。
平
成
二
一
年
に
は
、

旧
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
の
隧
道
・
橋

梁
が
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を

受
け
る
な
ど
、
全
国
的
に
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
、

｢

心
臓
や
ぶ
り
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン｣

や
、
県
内
外
か
ら
参
加
者
を
募
り

開
催
さ
れ
る｢

魚
梁
瀬
地
区
村
民

運
動
会｣

な
ど
、
数
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
活
気

あ
ふ
れ
る
村
と
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
当
職
員
も
参
加

し
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

当
所
管
内
に
は
、
樹
齢
二
〇
〇

～
三
〇
〇
年
の
天
然
ヤ
ナ
セ
ス

ギ
の
巨
木
が
群
と
し
て
林
立
し

て
お
り
、
森
の
巨
人
た
ち
百
選

に
選
ば
れ
た
橋
の
大
杉
（
幹
周

六
八
〇
㎝
・
樹
高
五
四
ｍ
）
が
あ

る
千
本
山
、
樹
齢
四
〇
〇
年
の
ブ

ナ
の
巨
木
を
主
体
に
、
イ
チ
イ
大

木(

幹
周
五
二
一
㎝
・
樹
高
一
五

ｍ)

が
あ
る

西
又
山
、
四

国
百
山
の
甚

吉
森
、
卑
己

屋

山

も

あ

り
、
年
間
を

通
じ
て
多
く

の
登
山
者
が

訪
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
希
少

な
森
は
、
地
元
の
小
中
学
生
を
は

じ
め
、
村
外
か
ら
の
小
学
生
や
林

業
を
専
門
に
学
ぶ
高
校
生
な
ど

が
た
く
さ
ん
訪
れ
、
森
林
の
役
割

や
林
業
の
重
要
性
を
学
ぶ
場
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
森
林
事
務
所
に
は
、
三
名
の

基
幹
作
業
員
が
在
職
し
て
お
り
、

下
刈
・
保
育
間
伐
な
ど
の
造
林
事

業
、
境
界
標
の
巡
視
・
検
測
・
修

復
な
ど
の
測
定
事
業
、
小
型
バ
ッ

ク
ホ
ウ
を
使
用
し
た
林
道
維
持
修

繕
事
業
、
新
植
地
の
シ
カ
食
害
防

除
ネ
ッ
ト
の
点
検
・
補
修
等
の
業

務
を
実
行
し
て
い
ま
す
。
管
内
の

状
況
等
を
熟
知
い
て
い
る
職
員
が

い
る
こ
と
は
、
適
切
な
国
有
林
の

管
理
を
行
っ
て
い
く
上
で
非
常
に

助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
職
場
の
仲
間
と

共
に
安
全
第
一
で
業
務
を
実
行

し
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
国
有
林

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

雲早山山頂から見た高城山風致探勝林

自然観察会の様子

「ファガス」の森・バンガロー




